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第一回市民綱号|き大会が 6月14日、自然運動公園総合体育館で聞かれました。大会には、自治会や

企業単位で男子 7チーム、女子 3チーム(約 120人)が参加。選手の「よいしょ、よいしょ jのかけ

声と周りの歓声とがあいまって、会場は熱気と笑いに包まれました。優勝は、舞田分館(男子)と下

塩尻分館(女子)でした。
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市民の動き

( 6月 1日現在)

(+ 98) 

(+ 59) 

(+ 39) 

総人口 117，454人

男 57，375人

女 60，079人

世帯数 37， 330世帯 (+ 117) 

)内は前月比です。
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提
案
説
明
を
す
る
永
野
市
長
(
手
前
)

6月定例市議会が、 6月9日から始まり、 6月23日まで15日

間の会期で聞かれました。今回は、国保財政の健全運営を維持

するための「上田市国民健康保険税条例の一部改正案」、「昭和

62年度上田市一般会計補正予算案」など19議案が提案 ・審議さ

れました。

市
長
提
案
説
明

交
通
網
の
整
備
促
進

マ
関
越
道
上
越
線

現
在
、
日
本
道
路
公
団
に
お
い
て
、

本
年
度
中
に
も
予
定
さ
れ
て
い
る
「路

線
発
表
」
に
向
け
、
そ
の
選
定
作
業

が
精
力
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
六
十
二
年

度
の
政
府
予
算
を
み
る
と
、
建
設
省

が
打
ち
出
し
た
高
速
道
路
の
毎
年
度

供
用
開
始
目
標
が
、

二
百
キ
ロ

灯
か

ら
二
百
五
十
キ
ロ

灯
へ
と
増
加
さ
れ

る
な
ど
、
前
向
き
の
見
通
し
が
出
て

き
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
な
お
い
っ

そ
う
の
建
設
促
進
を
国
や
日
本
道
路

公
団
な
ど
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

マ
北
陸
新
幹
線

建
設
主
体
は
、
日
本
鉄
道
建
設
公

団
が
整
備
新
幹
線
の
建
設
を

一
元
的

に
行
う
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
財
源

問
題
は
「
整
備
新
幹
線
財
源
問
題
等

検
討
委
員
会
」
で
結
論
が
出
て
お
ら

ず
、
着
工
の
目
途
が
つ
い
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が
、
北

陸
新
幹
線
の
建
設
は
上
田
駅
周
辺
の

整
備
に
大
き
く
関
係
す
る
重
要
な
問

題
で
す
の
で
、
今
後
も
事
態
の
推
移

を
勘
案
し
な
が
ら
建
設
促
進
に
向
け
、

い
っ
そ
う
の
運
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

マ
上
田
バ
イ
パ
ス

ほ
ぽ
全
線
に
わ
た
っ
て
の
舗
装
工

事
に
入
っ
て
お
り
、
蛇
沢
橋
の
架
橋

し
ょ
7
ば
ん

工
事
も
最
後
の
床
版
工
事
に
か
か
ろ

う
と
し
て

い
ま
す
。
来
春
に
は
、
住

吉
地
籍
か
ら
上
塩
尻
地
籍
ま
で
の
第

一
期
工
区
全
線
が
、
暫
定
二
車
線
で

供
用
開
始
で
き
る
よ
う
い

っ
そ
う
の

努
力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
秋
和
上
堀
線

国

・
県
・
地
権
者
を
は
じ
め
多
く

の
関
係
者
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ

り
、
四
月
十
六
日
に
全
線
が
開
通
し

ま
し
た
。
本
路
線
の
開
通
に
よ
り
、

商
業
活
動
の
拠
点
で
あ
る
卸
団
地
を

含
め
た
沿
線

一
帯
の
土
地
利
用
の
増

進
と
交
通
渋
滞
の
解
消
に
役
立
つ
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

公
園
の
整
備
事
業

マ
市
民
の
森
公
園

五
か
年
計
画
で
進
め
て
き
た
整
備

事
業
は
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

多
目
的

グ
ラ
ン
ド
、
冬
期
の
ス
ケ
ー
ト
場、

夏
期
の
ゴ
l
カ
l
ト
場
な
ど
が
完
成

し
、
こ

の
四
月
三
十
日
に
は
チ
ビ

ッ

コ
広
場
が
開
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、

体
育
館
の
建
設
も
順
調
に
進
ん
で
お

り
、
九
月
末
に
は
完
成
の
見
込
み
で

す
。

マ
長
池
公
園

ユ
ニ
ー
ク
な
公
園
と
し
て
三
か
年

計
画
で
進
め
て
き
た
長
池
公
園
が
、
こ

の
ほ
ど
完
成
し
、
市
内
で
も
初
め
て

と
い
う
水
辺
の
雰
囲
気
が
味
わ
え
る

滝
や
川
の
流
れ
に
、

子
ど
も
た
ち
の

人
気
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

マ
自
然
運
動
公
園
の
子
供
広
場

日
本
宝
く
じ
協
会
の
助
成
を
い
た

だ
き
、
大
型
の
木
製
遊
具
な
ど
が
整

備
さ
れ
、
四
月
三
十
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

産
業
の
振
興

マ
テ
レ
ト
ピ
ア
の
推
進
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上
田
地
域
が
テ
レ
ト
ピ
ア
推
進
の

指
定
を
受
け
、
昨
年
十
二
月
に
第
三

セ
ク
タ
ー
と
し
て
の
側
テ
レ
コ
ム
・

ユ
l
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
五
月
に

は
市
内
秋
和
の
、問
屋
町
に
新
事
務
所

を
か
ま
え
、
い
よ
い
よ
地
域
振
興
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
な
ど
、
本
格
的

に
事
業
の
実
施
を
進
め
る
体
制
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

マ
上
田
市
農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー

花
や
果
樹
の
優
良
品
種
の
研
究
開

発
、
大
量
増
殖
化
を
図
り
、
農
家
へ

の
供
給
体
制

づ
く
り
を
進
め
る
た
め

建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
よ
う

や
く
完
成
し、

去
る
六
月
五
日
に
竣

工
式
を
行
い
ま
し
た
。

マ
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

県
段
階
に
お
い
て
、
国
へ
の
ヒ
ア
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上岡市功労者に

15人を表彰

リ
ン
グ
を
ほ
ぼ
終
え
、
正
式
な
申
請

を
出
せ
る
時
期
が
近
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
先
ご
ろ
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

建
設
の
目
標
年
次
が
、
昭
和
六
十
五

年
度
か
ら
七
十
年
度
に
延
長
さ
れ
る

な
ど
、
条
件
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、

年
内
に
は
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
の
指
定
が
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
ま

す。

主
な
条
例
の
改
正
案

マ
上
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
る

国
保
財
政
の
健
全
運
営
維
持
の
た
め

の
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
な
ど
所

要
の
改
正
。

6月10日に行われた上田市功労者表彰式

マ
上
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

国
民
健
康
保
険
法
等
の

一
部
改
正

に
伴
う
条
例
中
の
罰
則
適
用
範
囲
に

か
か
わ
る
関
係
規
定
の
改
正
な
ど
。

マ
同
和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

条
例
の
一
部
改
正

貸
付
金
の
利
率
引
き
上
げ
に
係
る

所
要
の
改
正
。

マ
上
田
市
立
小
学
校
設
置
条
例
の
一

部
改
正

上
田
市
立
川
西
小
学
校
(
統
合
小

学
校
)
の
設
置
、
昭
和
六
十
三
年
四

月
開
校
に
係
る
所
要
の
改
正
。

一
般
会
計
補
正
予
算
案

今
回
の
補
正
額
は

八
億
二
千
八

上
田
市
功
労
者
表
彰
式
が
、
六
月

十
日
、
市
役
所
六
階
大
会
議
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
功
労
者
表
彰
は
、
長
年
に
わ

た
り
市
政
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ

た
皆
さ
ん
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め

に
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
次

の
十
五
人
の
方
が
め
で
た
く
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
・
五
十
音
順
)

マ
池
上

一
巳
(
五
八
歳
・
踏
入

マ
石
井
重
義
(
六
三
歳
・
半
過

百
八
十
七
万
七
千
円
で
、
こ
れ
に
よ

る
補
正
後
の
総
額
は
二
百
十
六
億
五

千
九
十

一
万
八
平
円
と
な
り
、
前
年

同
期
に
対
し
て
六
・
八
%
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
主
な
も
の

市
債
三
億
五
千
二
百
五
十
万
円
、

国
庫
支
出
金
二
億
八
百

一
万
五
千
円
、

地
方
交
付
税

一
億
円
な
ど
、
い
ず
れ

も
収
入
可
能
な
範
囲
内
で
計
上
し
ま

し
た
。歳

出
の
主
な
も
の

O
総
務
費

災
害
時
に
お
け
る
機
動
力
の
増
強

と
情
報
確
保
の
た
め
、
防
災
行
政
無

線
機
五
台
と
受
令
機

一
台
の
購
入
に

マ
市
川
ト
ミ
(
七
四
歳
・

北
天
神
町
)

マ
上
原
憲
(
四
四
歳
・
石
神
)

マ
川
村
憲
一二

(八
二
歳
・
北
大
手
)

マ
工
藤
善

一
郎
(
七

一
歳
・
下
組
)

マ
国
友
豊
(
七
七
歳
・
丸
堀
町
)

マ
小
宮
山
き
ん
(
七

一
歳
・
柳
町
)

マ
佐
藤
良
和
(
五
三
歳
・
下
小
島
)

マ
春
原
寛
男
(
六
十
歳
・
上
塩
尻
)

マ
中
村
栄

一

(
六
九
歳
・
上
田
原
)

マ
堀
内
侍
(
五
八
歳
・
福
田
)

マ
宮
津
美
喜
雄
(
七
十
歳
・
中
古

マ
宮
下
則
夫
(
六
四
歳
・
中
村
)

マ
和
田
智
晴
(
五
二
歳
・
鎌
原
)

百
九
十
四
万
円
。

O
民
生
費

寝
た
き
り
老
人
訪
問
活
動
を
進
め

る
た
め
、
委
託
料
と
し
て
九
十
六
万

円
、
デ
イ
・
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の

訓
練
者

へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

す
る
経
費
と
し
て
四
十
四
万

一
千
円

を
計
上
。

O
農
林
水
産
業
費

特
定
地
域
農
業
振
興
総
合
対
策
事

業
と
し
て
、

長
島
第
二
共
同
防
除
組

合
ほ
か
三
組
合
の
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ

ヤ
l
、
ト
ラ
ク
タ
ー
購
入
に
対
す
る

補
助
金
五
百
四
十
九
万
五
千
円
を
県

補
助
を
受
け
て
実
施
し
ま
す
。
稲
作

の
合
理
化
と
花
き
栽
培
の
振
興
を
図

る
泉
団
地
区
新
農
業
構
造
改
善
事
業

は
、
国
の
指
定
に
向
け
て
計
画
樹
立

費
を
計
上
。

O
土
木
費

塩
田
三
号
線
、
久
保
峠
線
な
ど
道

路
の
新
設
改
良
工
事
費
に
三
億
九
千

百
九
十
五
万
円
、

河
川
の
改
修
工
事

費
に
四
千
八
百
三
十
五
万
円
を
計
上
。

O
教
育
費

第
六
中
学
校
の
建
設
は
、
当
初
予

算
で
国
庫
債
務
負
担
事
業
と
し
ま
し

た
が
、
今
回
さ
ら
に
八
千
七
百
五
十

万
円
の
工
事
費
を
計
上
。
文
化
財
保

護
の
立
場
か
ら
琵
琶
塚
遺
跡
な
ど
の

緊
急
発
掘
調
査
、
中
禅
寺
薬
師
堂
の

屋
根
改
修
な
ど
を
進
め
ま
す
。



だ 昭和62年 7月1日一一一(4)ーえ広報う

農業委員選挙・ 7月12日
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信頼と行動力の

ある入を

7
月
は
全
国
強
調
月
間
で
す

の
場
合
は
、
そ
の
約
九
三
パ
ー
セ
ン

ト
が
万
引
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

全
体
的
に
補
導
件
数
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま

で
表
面
に
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
テ
レ
ク
ラ
の
出
現
な
ど
新

た
な
問
題
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
こ

と
な
ど
を
考
え
る
と
、
決
し
て
安
心

で
き
る
状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

最
近
の
非
行
少
年
の
特
徴
と
し
て

は

「罪
の
意
識
が
簿
い
」
、
「
自
己
中

心
的
な
考
え
が
強
い
」
、
「
自
分
の
行

地
域
の
中
心
的
推
進
役

七
月
十
二
日
間
は
、
任
期
満
了
(
三

年
)
に
よ
る
農
業
委
員
会
の
委
員
の

選
挙
が
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

農
業
委
員
は
、
地
域
農
業
の
中
心

的
な
推
進
役
と
し
て
、
ま
た
最
も
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
農
家
の
声

を
農
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の

一
票
で
、
信
頼
と
行
動

力
の
あ
る
人
を
農
業
委
員
に
選
ん
で

動
に
責
任
が
も
て
な
い

」
な
ど
の
点

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ

う
し
た
少
年
非
行
が
、
ご
く
普
通
の

一
般
家
庭
に
広
が
っ
て
い
る
状
況
を

み
る
と
、
す
べ
て
の
人
々
が
、
こ
れ

ら
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
と
ら

え
、
ま
ず
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
地
道

な
取
り
組
み
を
始
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
月
間
中
、
市
で
は
関
係
機
関
、

団
体
、

地
域
住
民
と
の
連
携
に
よ
り

非
行
防
止
活
動
を
実
施
し
ま
す
が
、

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

農
業
委
員
会
の
役
割

農
業
委
員
会
は
、
選
挙
に
基
づ
い

て
選
ば
れ
た
農
業
委
員
と
、
議
会
や

農
協
な
ど
で
推
薦
さ
れ
た
代
表
に
よ

る
選
任
の
農
業
委
員
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

公
正
な
立
場
で
農
地
の
売
買
や
転

用
の
許
可
を
は
じ
め
、
農
地
の
あ
っ

せ
ん
(
安
心
し
て
農
地
を
貸
し
た
り

借
り
た
り
で
き
る
相
談
)
、
農
地
の
紛

昨
年
七
月
の
月
間
中
に
実
施

さ
れ
た
上
田
駅
前
で
の
ビ
ラ
配
り

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
子
ど
も
の
動
向

に
関
心
を
も
っ
と
と
も
に
、
地
域
や

家
庭
の
育
成
力
を
高
め
る
よ
う
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

争
防
止
、
和
解
の
仲
介
、
標
準
小
作

料
を
決
め
る
な
ど
、
広
く
農
地
に
か

か
わ
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

他
農
業
者
年
金
事
業
と
し
て
農
業
経

営
者
の
若
返
り
と
老
後
の
生
活
安
定

を
目
的
に
、
年
金
の
加
入
促
進
と
制

度
の
改
善
を
図
る
こ
と
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
農
業
委
員
会
事
務

局
宮
(
⑫

4
1
0
0
内
線
3
3
7
・

有
線
②
0
7
6
1

刑
法
犯
少
年
の
罪
種
・
学
職
別
状
況

昭
和
引
年
・
上
田
警
察
署
管
内

あなたの考えを

市政提言電話へ

ft25-2539(留守番電話)

市政に対する建設的なご意見、ご提

案をお寄せください。電話の開設時間

は、午前9時から午後8時までです。

今
月
は

「青
少
年
を
非
行
か
ら
ま

も
る
全
国
強
調
月
間
」
で
す
。
こ
れ

は、

比
較
的
非
行
が
芽
生
え
や
す
い

夏
を
迎
え
、
集
中
的
に
こ
の
防
止
活

動
を
実
施
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

昨
年
中
、

上
田
警
察
署
管
内
で
補

導
さ
れ
た
刑
法
犯
少
年
は
三
百
五
十

五
人
で
す
が
、
そ
の
中
で
小
学
生
や

無
職
少
年
の
非
行
が
増
加
し
て
い
る

点
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
内
容
的
に
は

相
変
わ
ら
ず
万
引
な
ど
の
窃
盗
犯
が

大
半
を
占
め
て
お
り
、
特
に
女
子
非
行
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夏 本 番

り

7
月
間
・
印
日
に

上
田
市
祇
園
祭
実
行
委
員
会
で
は
、

七
月
十
八
日
出
、
十
九
日
日
に

「祇

園
祭
り
」
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
下
図
の
と
お
り
市
街
地

で
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。
交
通

規
制
時
間
は
、
七
月
十
八
日
出
が
午

後
六
時
三
十
分
か
ら
同
十
時
ま
で
、

十
九
日
間
仰
が
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

正
午
ま
で
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
臨
時
バ
ス
停
も
、
十
八
日

が
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
同
十
時
、

十
九
日
が
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
正

午
ま
で
、
下
図
の
と
お
り
設
置
さ
れ

ま
す
。
規
制
時
間
終
了
後
は
、
平
常

の
バ
ス
停
位
置
に
戻
り
ま
す
。

Tごえ一(5)一一一昭和62年7月1日 広報う

'交通規制時間

7月18日(士)午後 6時30分から午後10時まで

7月19日(日)午前 9時30分から正午まで

交通規制場所

o国道141号線鷹匠町信号機から房山信号機まで

0県道小諸上回線「酉友」角から旧上田丸子電鉄東駅前まで

0市道「西友」南側か ら市役所東側信号機まで

-園田

信
濃
国
分
寺
資
料
館

夏
休
み
考
古
学

教
室
を
開
講

七
月
三
十
日
同
1
八
月

マ

期

間
一
日
出

マ
学
習
内
容
上
小
地
方
の
遺
跡
の

見
学
、
発
掘
調
査
の
実
習
な
ど

マ
参
加
費
千
円
(
資
料
代
)

マ
対
象
者
小
学
生

(
六
年
生
)
と

中
学
生

マ
申
込
方
法
七
月
六
日
刊
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。
直
接
、
信
濃
国
分

寺
資
料
館
(
岱
②
8
7
0
6
)

へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

民
事
介
入

暴
力
相
談
所
を
開
設

マ
と
き
七
月
十
八
日
出
午
後

一

時
か
ら
同
五
時

マ
と
ニ
ろ
上
田
警
察
署
三
階

マ
相
談
内
容
金
銭
、
土
地
、
交
通

事
故
な
ど
の
問
題
に
暴
力
団
が
不

当
に
介
入
し
た
場
合
な
ど

マ
相
談
担
当
者
弁
護
士
・

警
察
官

マ
そ
の
他
相
談
に
関
係
す
る
資
料

が
あ
っ
た
ら
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
よ
田
警
察
署
民
事

介
入
暴
力
相
談
所
(
岱
⑫
3
5
6

5
内
線

2
4
2
)
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胆塑堕盟

本
番
に
備
え
練
習
を

パ
ー
ト

H
(
一
品
目
一
)
も
覚
え
よ
う

今
年
で
十
六
回
目
を
迎
え
る

「上

田
わ

っ
し
ょ
い
」
は
、
七
月
二
十
五

日
出
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

踊
り
連
な
ど
参
加
す
る
「
連
」
の

申
し
込
み
は
、
七
月
四
日
出
で
締
め

切
り
ま
す
。

「上
田
わ
っ
し
ょ
い
」
に

は
市
民
総
参
加
で
、
夏
の
夜
を
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

踊
り
を
指
導
し
ま
す

参
加
す
る
各
連
は
、
今
か
ら
練
習

を
積
ん
で
本
番
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

踊
り
の
講
師
が
必
要
な
連
に
は
、
上

国
民
踊
連
合
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
が

指
導
に
行
き
ま
す
。
講
師
の
皆
さ
ん

の
連
絡
先
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
最
寄
り
の
講
師
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
講
師
へ
の
謝
礼
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
送
迎
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
は
上
田
わ
っ
し
ょ
い

パ
l
ト

日

(
二
番
目
の
踊
り
)
の
普

及
の
た
め
、
次
の
と
お
り
練
習
を
行

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ

え広報う一一第 986号

支
」
い
。

と

き

七

月

二
十
日
側
・

二
十

一

日

ω、
い
ず
れ
も
午
後
六
時
か
ら

九
時
ま
で

と
こ
ろ
清
明
小
学
校
体
育
館

パ
ー
ト
H
の
ビ
デ
オ
販
売

昨
年
、
上
田
わ

っ
し
ょ
い
パ

i
ト

H
の
踊
り
が
出
来
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ

一
般
に
普
及
し
て
い
な
い
よ
う

で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
踊
り
の
指
導

用
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
千
五
百
円
で
販

売
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

観
光
課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ
観
光
課
(
岱
⑫
4

1
0
0
内
線

6
0
8
)

氏 名 住 所 電 5古

西沢 貞 常磐城 1-7-15 22-8985 

近藤敏子 中央西 2-5-2 22-1674 

丸山 和江 常田 3-2-4 22-6559 

水野 錦子 五加1149-1 38-2414 

中村久枝 川辺町872 22-4819 

山 IIJ奇よしゑ 上川原柳町1757-8 22-5684 

両角 かね代 三好町520 24-8357 

倉沢 とき子 染屋2062-8 24-1037 

池田武子 常磐城 1-7-19 24-8990 

三 輪歌子 中央 3-8 -22 24-0825 

菅沼 せきじ 上塩尻206-7 27-6417 

i竜沢良江 中央北 2-7-2 23-1438 

市 川 久子 岡734 31-3305 

清水考子 住吉990-4 24-5344 

高橋きみ子 神畑246-1 22-8321 

井戸久子 常入 1-11-32 24-3976 

小松 雪子 緑が丘 1-10-20 22-7072 

佐藤恵美子 上沢1471-20 24-1513 

横山恒星 神畑47-1 24-2451 

(敬称略)上回わっしょい踊り講師一覧表

「
家
庭
の
日
」
の

作
文
を
募
集

毎
月
第
三
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」

で
す
。
市
で
は
、
「
明
る
い
家
庭
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
「
家
庭
の
日
」

の
普
及
・
定
着
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
そ
の

一
環
と
し
て
「
家

庭
の
日」

の
作
文
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

-
応
募
対
象
者
小
・
中
学
生

-
応
募
方
法
八
月
二
十
四
日
開
ま

で
に
学
校
を
通
じ
て
、
教
育
委
員
会

青
少
年
課
へ

-
作
文
の
内
容

マ

「家
庭
の

日」

の
実
践
例

マ
家
庭
生
活
の
楽
し
き
、

幸
福
感

マ
家
庭
や
家
族
の
大
切
さ

マ
明
る
い
家
庭
づ
く
り
の
た
め
の
家

族
へ
の
要
望
や
自
分
自
身
の
役
割

-
問
い
合
わ
せ
詳
細
に

つ
い
て
は
、

各
学
校
ま
た
は
青
少
年
課
(
包
⑫
4

1
0
0
内
線
6
8
1
)

へ
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震，

るごみに
ø>~/〆、

Jnr.nQllf IIP 

日ごろ、市民の皆さんには「ごみの出し方Jについてご協力をいただいていま

すが、燃えるこ、みの中にまだ金属類がたくさん混ざっていて焼却炉のトラフ、ルの

原因となっています。

燃えるごみ、燃え怠いごみの判断・・・・決して難しいことではありません。ぜひ

守っていただくようご協力をお願いします。

「炉の中は空き缶がいっぱい・・・J(岬校4年生の感想文から)

毎年、市内小学校の4年生が社会見学に訪

れ、見たまま感じたままを感想文にして送っ

てきます。その一部を招介します。

大人の人たちは、なぜ「燃えるごみ」と「燃

えないごみ」 をいっしょにす.るのかなあ・1

それが不思議で、 した。なぜこんな簡単なこと

ができないのかなあ。見学に行く前に先生が

「空 き缶は入れてはダメ j とうるさく言いま

したが、そのわけがわかりました。

(北小学校児童)

夜も休まないでごみを燃や しているなんで

すごいなぁと思いました。炉の中をのぞいた

ら、本当は 「燃えるごみ」だけなのに空き缶

がたくさん入っていて驚きました。僕の家の

空き缶もあるのかなあと思いながら、お母さ

んに話したら、 「きちんと分けてますよ」 と言

ったので安心しました。

(神科小学校児童)

このクリーンセンターを建てるのに、 27億

円以上もかかったと聞いてび、っくり しました。

人の生活がよくなるためには、お金がかかる

んだなあーと思いました。それなのに 「燃え

るごみ」 と 「燃えないごみ」 をいっしょにす

る人がいるので、せっかくお金をかけても炉

をいためたり、よく燃えない原因になったり

します。市民の人たちの生活をよく しようと

しているのに壊れればまた、お金をかけて作

り直さなければならないと思います・1

(豊殿小学校児童)

クリ'ーンセ'ンターのおじさんが一番困って

いることは、「燃えるごみJの中に金属が入っ

ているので機械が故障することだと言ってい

ました。そして、直すのにうんとお金がかか

ると 言っていましたので、家に帰ってお母さ

んに話をしたら、お母さんもたまに空き缶を

入れたりすることがあるのでこれからは注意

して出すと 言ってい ました。

(神科ノj、学校児童)

問い合わせ

クリーンセンター・上田市清掃事務所

企⑫o6 6 6 
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ごみの分け万

燃
え

る
桶園。
、-

み
収

集

し

ま

料理くず rぞーで¥

~勺胤。刊誌巡温

グ@
木材類

i 
ダンボール

(し、ずれも 50cmぐら し、)

(水切りを十分に)
イ42 木

衣類 皮類

ヲ、必与
、-./ 着物・ボ口など

423氏こグ

空き缶類 びん類

す i 燃 38今 一けて必
パイプ類

収
集

し
ま
せ
ん

持
ち
込
み

え なべ類

な
し、
‘... や 延 ジ
、‘・・・

み
ポリ製品(プラスチック・ ビニール製品)

院す1 0ザ/"、Jソ』、....._I / 

乾電池類

使用済み電池(筒形)は、透明なビニール

袋に入れて出してくださ ¥"0

団 E事。 習も これらの処分方法

はクリ ー ンセンタ ー

にお問い合わせくだ

さし、。

タイヤ 冷蔵庫 洗た く機 テレビ

燃えるごみで引越 しゃ大そうじなどで大量に出たときは、クリ ー ンセンタ ーへ

直接持ち込んでください (2mぐらいまで)0 50kgを越えた場合、 1 kgにつき 2円

の手数料がかかります。

EB 緩ぎフ 国 〆
じゅうたん たたみ タンス 古木



第 986号ー

平
均
寿
命
が
急
速
に
延
び
、
老
後

の
生
活
が
た
い
へ
ん
長
く
な
り
ま
し

た
o

，
入
れ
歯
人
生
。
を
過
ご
す
か
否

か
の
別
れ
道
は
、
若
い
と
き
か
ら
の

歯
の
健
康
管
理
に
よ
っ
て
予
防
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
ま
れ
つ
き
歯

が
弱
い
人
は
ま
れ
で
す
。
現
に
、
六
十

j

七
十
歳
で
も
き
れ
い
な
歯
を
保

っ

て
い
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

fご

歯
磨
き
の
効
果

歯
を
磨
い
て
い
れ
ば
、
虫
歯
に
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

歯
の
磨
け
て
い
な
い
面
や
歯
ブ
ラ
シ

の
毛
先
が
届
か
な
い
部
分
に
は
、
虫

歯
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
ど
ん
な
に

甘
党
の
人
で
も
、
き
ち
ん
と
磨
け
て

い
る
(
歯
垢
が
取
れ
て
い
る
)
歯
の

面
に
は
、
虫
歯
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

た
だ
、
歯
は
複
雑
な
形
を
し
て
い
ま

「
自
分
の
歯
で
-
生
過
ご
し
た
い
」

え

ふ

ー (7)一一一日訴日62年7月1日 広報う

っ
て
虫
歯
の
原
因
が
取
り
除
か
れ
る

と
、
虫
歯
の
進
行
が
抑
制
さ
れ
た
り
、

停
止
さ
れ
ま
す
。
こ
う
い
う
状
態
に

し
て
、
歯
の
治
療
を
受
け
れ
ば
、

そ

れ
以
降
虫
歯
で
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
は

た
い
へ
ん
少
な
く
な
り
ま
す
。
虫
歯

が
な
ぜ
で
き
た
の
か
、
そ
の
原
因
を

改
善
し
な
い
で
治
療
に
通
っ
て
も
、

ま
た
す
ぐ
虫
歯
の
再
発
を
繰
り
返
し

て
し
ま
い
ま
す
。

②
歯
肉
に
対
す
る
効
果

歯
磨
き
を
て
い
ね
い
に
す
る
こ
と

と
願
っ
て
い
る
人
ヘ

す
し
、
歯
並
ぴ
に
よ

っ
て
は

一
本
の

歯
ブ
ラ
シ
で
完
全
に
歯
垢
を
取
り
除

く
こ
と
は
、
た
い

へ
ん
む
ず
か
し
い

こ
と
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
虫
歯
予

防
の
面
か
ら
考
え
る
と
、
甘
い
も
の

の
食
べ
方
を
上
手
に
、
少
な
く
す
る

こ
と
の
ほ
う
が
よ
り
重
要
で
予
防
効

果
が
大
き
い
の
で
す
。

①
虫
歯
の
進
行
停
止

歯
の
健
康
管
理
か
不
十
分
で
虫
歯

が
で
き
始
め
た
場
合
で
も
、
そ
の
後

の
的
確
な
歯
磨
き
と
甘
味
制
限
に
よ

は
、
歯
の
ま
わ
り
に
つ
い
た
細
菌
を

落
と
し
、
歯
垢
が
付
着
す
る
こ
と
を

防
ぎ
、
歯
の
健
康
を
保
つ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
歯
肉
を
刺
激
す
る
一

こ
一と
に
よ
っ
て
血
液
循
環
を
よ
く
し
、

細
菌
に
対
す
る
抗
菌
力
を
高
め
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

③
歯
周
病
の
予
防

歯
肉
炎
が
進
み
、
歯
と
歯
肉
の
聞

に
清

(歯
周
ポ
ケ
ッ

ト
)
が
で
き
、

か
の
う

慢
性
の
化
膿
が
始
ま
る
と
、
歯
周
病

と
い
う
病
気
に
な
り
痛
み
も
な
く
、

一
一

毎
月
第
三
日
曜
日
は

「家
庭
の
日
」

一一
で
す
。

「家
庭
の
日
」
制
定
二
十
周
年

一
を
記
念
し
て
、
家
庭
の
ほ
ほ
え
ま
し

歯
を
支
え
て
い
る
骨
ま
で
が
溶
か
さ

一

い
情
景
を
写
し
た
写
真
の

コ
ン
ク

l

れ
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
…

一
ル
を
行
い
ま
す
。

を
予
防
し
、
ま
た
そ
の
進
行
を
阻
止

一
マ
テ

l
マ
「
ほ
ほ
え
み
」「
ふ
れ
あ

す
る
の
が
歯
磨
き
の
最
も
大
切
な
役

一
い
」「
思
い
や
り
」
「だ
ん
ら
ん
」

目
で
す
。

一
マ
募
集
部
門
(
撮
影
者
)

子
供
の

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
が
ま
だ
浅
い
、
骨
一
一
部
(
小
・
中
学
生
)
、
母
親
の
部
、

一

の
溶
け
方
も
ご
く
わ
ず
か
な
初
期
の

一
般
の
部

歯
周
病
は
、
て
い
ね
い
な
歯
磨
き
に

一

マ

規

格

キ

ャ
ビ
ネ
判
の
カ
ラ
ー

よ

っ
て
歯
と
歯
肉
の
境
を
歯
垢
が
な

一
プ
リ
ン
ト
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

い
状
態
に
保
つ
と
自
然
治
癒
も
可
能
一
性
別
、
職
業
(
学
校
名
)
、
勤
務
先
(
学

で

す

。

一

一
年
)
、
電
話
番
号
、
募
集
部
門
を
明
記

歯
磨
き
の

I
1
1

一
し
た
応
募
票
を
添
付
。

一
マ
募
集
期
限
九
月
三
十
日
休

大
切
な
ポ
イ
ン
ト
山
一一一

マ
そ
の
他

入
選
作
品
の
県
内
巡
固

ま
ず
、
食
後
に
歯
を
磨
く
習
慣
を

一
写
真
展
を
行
い
ま
す
。

つ
け
る
こ
と
で
す
。
朝
起
き
た
と
き

一
マ
応
募
先
・
照
会
干
3
8
0

長

一
回
だ
け
と
い
う
人
は
、
ほ
と
ん
ど
一
野
市
大
字
南
長
野
字
幅
下
六
九
二

磨
か
な
い
の
と
同
じ
状
態
で
す
。
口

ど
二

県
庁
青
少
年
家
庭
課
内
県
青

の
中
を
清
潔
に
保
つ
た
め
に
は
、
食
少
年
育
成
県
民
会
議

(
2
0
2
6
2

前
に
磨
い
て
も
食
事
を
取
る
こ
と
に
⑨

o
l
-
-内
線
2
2
3
8
)

よ

っ
て
、
食
べ
か
す
が
つ
き
歯
垢
を

増
や
す
の
で
、
食
後
に
磨
く
習
慣
に

変
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
家
庭
の
日
」
却
周
年
記
念

ほ
ほ
え
み

写
真
コ
ン
ク
ー
ル11 
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ママといっしょに・・.
心とからだをリズミカルに動かそう一一一と 「母

と子のリトミックJが、 6月19日から中央公民館

で始まりました。参加した 2歳児から未就学の幼

児とお母さん約50人は、ピアノのリズムに合わせ

て、遊戯やゲームなどの遊びを楽しみました。こ

のリト ニ ックは、 11月まで10回聞かれる予定です。

心のよりどころの場に
6月22日、「第 1回痴ほう性老人をかかえる家族

の会」が市役所保健センターで聞かれました。こ

れは、お年寄りのぼけを理解してもらい、介護の

方法や介護者の悩みごと相談などを行うのがねら

い。この日は、 18人が参加しました。

-
ス
ト
ラ
イ
ク

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
日
」
の
六
月

二
十
二
日
、
恒
例
の
心
身
障
害
者

チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
国
分

の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
で
聞
か
れ
ま
し

ぶ
た
。
招
待
さ
れ
た
市
内
七
施
設
に

入
所
し
て
い
る
約
百
五
十
人
は
、

久
し
ぶ
り
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
大
喜

び
、
ピ
ン
が
倒
れ
る
た
び
に
場
内

は
歓
声
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

8月 8日(土)・午後 3時 -4時と午後

7時 -8時の 2回

(ところ)上田創造館プラネタリウム

(参加費)一人800円

(申し込み)往復はがきに住所、参加者氏名、

電話番号を記入し、 「星空寄席係」あ

てへ(7月25日まで)。

・はがきの送付先

干 386-11 上田市大字上田原1， 640番地

上田創造館 (ft⑫1111)

き)(と
上回創造館の催し鑑証言:邑

・ミルキーウェイ・コンサート

(と き) 8月 7日(針・午後 7時一 9時

(ところ)上田創造館プラネタリウム

(参加費) 一人300円

(申し込み)往復はがきに住所、参加者氏名、

年齢、電話番号を記入し、「コンサー

ト係」あてへ(7月25日まで)。

-星空寄席
(出 演)柳家小ゑんさん
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品争 時

受給総額は納付総額

のおよそ 2倍
上回市で市民の皆さんが国民年金を受けた総額

(一年間)は、どのくらいになると思いますか。

昭和61年度中の受給総額は、約48億 7千万円(表

1 )。保険料を納めた額が約10億 5千万円(表 2)

でしたので、 4倍を越える額になります。

厚生年金や共済組合から負担される第 3号被保

険者(サラ リーマンの奥さん)の納付-額は、およ

そ 8億円ですので、これを保険料に加えると老齢

年金などの拠出制の年金額(受給額 =35億 2千万

円)は1.8倍となります。また、福祉年金を加え

た総額(=48億 7千万円)では 2.51-p;となります。

このように、保険料負担に比べて高額の年金が

受けられるのは、老齢年金などの 3分の 1は国庫

負担で賄っているからです。また、福祉年金につい

ては、全額が国庫負担となっています。

(表 1) 被保険者数と納付総額 (昭和61年度)

国民年金 強制 16，242人
第 1号被保険者数 任意 131人

第 3号被保険者数 9，745人

保険料納付総額 10億5，764万710円

(表 2) 年金の受給者数と受給額(昭和J61年度)

一一一一一一一- 受給者数 受給額

長
~齢年金 6，795人 23億1， 3937J円

期 通算老齢年金 2，797人 3億6，382万2千川

拠
中s，En込

5 年年 金 1， 289人 4億2，4727J-6千円
f、J-

~齢基雌年金 121人 3，9837J4千円

ff1IJ |峰'書年全 335人 2億4，242万3千JTJ

年 短 母了"'1'- % 113人 9，0987J7千円

金 期 遺児年金 4人 249万l千円

*ι n 寡 U¥i:年令 39人 1， 465万9千円

f、l牟 陣害基礎年金 24人 1， 809万2千円

遺族基礎年金 29人 1， 7937j6千円

(小計) 11， 546人 35億2，890万円

子高
老齢福祉年金 2，249人 列車3，4077ゴ4千円

キlt 附害基礎年金(障害悩布|年金) 810人 6億1， 164万9千円

年 造族基礎年金(母 f福祉年金) l人 99万6千円

金
(小計) 3，060人 13億4，671万9千円

(合 計) 14，606人 48億7，5617.19千円

完成に向けて

県営小泉工業団地の起工式が 6月11日、建

設予定地で行われました。 この団地は、県土

地開発公社が造成し、坂城Iflfの 1社が進出す

る予定です。面積は、 約7.6ヘクター/レ。起工

式には、 |対係朽約80人が出席しました。

... J.":'."vr 

オリンピック選手が指導

上回公園と自然運動公園にある市営プール

が 6月21日、オープンしました。この日 、上

田公園の市営プールでは元オ リンピック選手

の森千春さんに よる水泳教室が聞かれ、参加

した子どもたちは基本泳法などの指導を受け

ました(=写真)。

重豆企年金相談を聞きます

「自分の年金額はいくらだろうか?J I病気で働

けないので保険料，を納められなし、」など、年金の

ことで心配のかた、お悩みのかたは気軽にお出か

けください。社会保険事務所の専問官が親切にお

答え します。

(と き) 7月20日(日)、 21日伏)午前 9時から

午後 7時まで

(ところ)上田商工会議所 1階 ロビー
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お知らせ投
げ
捨
て
な
い
で

え広報う

グ
空
き
缶
d

生
活
環
境
課

岱
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
2

五
月
三
十

一
日
、
県
下

一
斉
に
環

境
美
化
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

上
田
市
も
各
自
治
会
の
協
力
に
よ
り
、

空
き
缶
な
ど
の
収
集
を
行
い
、
環
境

美
化
に
成
果
を
収
め
ま
し
た
。

心
な
い
投
げ
捨
て
が
、
市
内
全
域

で
大
変
な
量
に
な
っ
て
地
域
を
汚
し

て
い
る
の
で
す
。
増
え
続
け
る
散
乱

空
き
缶
を
防
ぐ
た
め
に
、
な
ん
と
い

っ
て
も

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が

一

番
大
切
で
す
。

「空
き
缶
は
、
投
げ

捨
て
な
い
で
持
ち
帰
る
」
と
い
う
こ

と
を
、
ぜ
ひ
守
っ
て
ほ
し
い
も
の

で

一 第 986号

歯の衛生週間中 (6月4日-10日〉の6

:同ア日、海野町会館で「闘の健康相談Jガ

:開かれまし定。会場には、歯糾医師による

;歯の健康診断や歯みがきを指導するブラツ

:シンゲコーナー(=写真〉などガ、あり、大

:勢の親子連れが訪れまし疋。

す。
五
月

三
十

一
日
の
成
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

空

き

缶

五

万

二
千
百
十
六
個

空
き
瓶
九
千
七
百
四
十
八
本

そ
の
他
の
ご
み
六
百
九
十

一
キ

参
加
人
員
四
千
五
百
四
十
六
人

母
(
父
)
子
家
庭
の
皆
さ
ん

へ

「
母
(
父
)
と
子
の
集
い
」

に
ご
参
加
を

福
祉
課

程
⑫
4
1
0
0
内
線
3
8
3

市
と
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、
次

に
よ
り

「母
(
父
)
と
子
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
す
。

と

き

・:
八
月
二
日
側
・
午
前
七
時

市
役
所
出
発

と
こ
ろ
・:
群
馬

サ
フ

ァ
リ

参
加
費
・
:
小
学
生
以
下

一人
七
百
円
、

大
人
(
中
学
生
以
上
)
千
円
。
い

ず
れ
も
昼
食
代
を
含
み
ま
す
。

申
し
込
み
・
・
・
福
祉
課
ま
た
は
母
子
寡

婦
福
祉
会
役
員
へ
現
金
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
定
員
(
パ

ス
三
台
)
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。谷

浜
・
能
生

「
海
の
家
」
のご

利
用
を

生
活
環
境
課

岱
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
1

今
年
も

「上
田
市
海
の
家
」
を
、

七
月

一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で

谷
浜
海
岸
と
能
生
海
岸
に
開
設
し
ま

す
。
海
水
浴
場
は
、
例
年
七
月
下
旬

か
ら
八
月
上
旬
ま
で
の
問
、
大
変
に

混
雑
し
ま
す
が
、
こ
の
期
間
以
外
は

利
用
者
も
少
な
く
、
ゆ
っ
た
り
と
過

ご
せ
ま
す
。

海
水
浴
だ
け
で
な
く
釣
な
ど
に
も

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
開
設
場
所
〉

マ
谷
浜
海
岸

l
旅
館

「飯
田
屋
」

新
潟
県
上
越
市
長
浜

一
三
五

(
北
陸
本
線
谷
浜
駅
下
車
駅
前
)

2
0
2
5
5
⑬
2
1
0
1
 

マ
能
生
海
岸

1
民
宿
「ま
る
き
ゅ
う
」

新
潟
県
能
生
町
東
小
町
七
二
一
一

(
北
陸
本
線
能
生
町
下
車
約
1
h
)

8
0
2
5
5
⑬
2
8
8
2
 

〈
申
し
込
み
〉

ω宿
泊
、
日
帰
り
と
も
電
話
で
直
接

海
の
家
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

ω予
約
取
り
消
し
の
場
合
も
早
め
に

「海の家J料金と利用時間

一一一一一一 利用料金 利用 時間

宿 ;白 大人 子ども 午後 1時~

( 2食付) 4，300円 4.000円 翌日午前10時
飯 田屋

日 帰 り 大人 子ども 午前10時一

(食事な し) 800円 600円 午後4時

宿 ;白 大人 子ども 正午~

( 2食付) 4.200円 3.700円 翌日午前10時
まるきゅう

日 帰 り 大人 子ども 午前6時~午後5時

(食事なし) 600円 400円 (浜茶屋利用です)

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、

「ま
る
き
ゅ
う
」
を
日
帰
り

で
利
用
す
る
場
合
は
、
利
用
券
を
持

っ
て
、
直
営
の
浜
茶
屋
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
宿
泊

し
て
浜
茶
屋
を
利
用
す
る
場
合
も
、

必
ず
利
用
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

浜
茶
屋
の
利
用
券
を
市
役
所
生
活
環

境
課
、
各
支
所
、
各
公
民
館
で
差
し

上
げ
て
い
ま
す
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
の
発
売

「サ
マ

ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
(市

町
村
振
興
宝
く
じ
)
の
予
約
申
し
込

み
が
、
七
月
十
五
日
附
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

賞
金
は

一
等
五
千
万
円
(
百
二
十

本
)
で
、
前
後
賞
と
あ
わ
せ
八
千
万

円
で
す
。
さ
ら
に
デ
ラ
ッ
ク
ス
・
カ

l
賞
八
百
万
円
(
七
百
二
十
本
)
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
カ

l
賞
三
百
万
円

(二

千
四
百
本
)
の
特
別
賞
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
災
害
対
策
と
明
る
く
住
み
よ
い

街
づ
く
り
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
申

込
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
七
月

十
五
日
闘
の
新
聞
(
朝
刊
)
紙
上
に

発
表
さ
れ
ま
す
。
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「
緑
の
あ
る
風
景
」
の

写
真
を
募
集

都
市
計
画
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
5
5

fごえ一(11)-一昭和62年7月1日 広報う

¥..... 

マ

題

材

緑

の

あ

る

風

景

マ

規

格

四

ツ

切

(

カ

ラ

l
・
モ

ノ
ク

ロ
)

マ
応
募
期
限
十
月
一
日
同

マ
提
出
先
都
市
計
画
課

マ
そ
の
他
応
募
さ
れ
た
作
品
は
、

展
示
後
お
返
し
し
ま
す
。

快
適
な
療
養
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

き
、
看
護
さ
れ
る
家
族
の
皆
さ
ん
が

健
康
で
介
護
で
き
る
よ
う
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

と

き

:

・七
月
二
十
日
側
・
午
後
一時

三
十
分
か
ら
同
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
役
所
南
庁
舎
二
階

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者
:
・
寝
た
き
り
老
人
を
か
か
え

る
家
族

内
容
:
・
栄
養
士
の
話
、
調
理
実
習

(
寝
た
き
り
老
人
に
よ
い
食
事
)
、

話
し
合
い

持
ち
物
・:エ
プ

ロ
ン
、

手
ぬ
ぐ
い

申
込
方
法
・
:
七
月
十
六
日
同
ま
で
に

保
健
予
防
課
に
電
話
で
お
申
し
込

第

2
回

寝
た
き
り
老
人
を

か
か
え
る
家
族
の
会

保
健
予
防
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
9
1

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
に
、
よ
り

放置自転車を撤去します

交通対策課では、 J R上田駅周辺に長期間

放置されている自転車を撤去します。心あた

りの方は、至急、持ち帰ってください。

なお、自分の自転車には、住所、氏名、電

話番号を記入しておきましょう。

・撤去作業日程

第 1回警告白 7月 9日(桐

第 2回警告日 7月16日(榊

自転車撤去日 7月23日(木)

「放置をなくしてき作いな駅前j

・問い合わせ 交通対策課岱⑫4100内線369

無料法律相談のご利用を

市
で
は
、
十
月
の

「都
市
緑
化
月

間
」
に
合
わ
せ
、
毎
年
「
緑
の
写
真

パ
ネ
ル
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
こ
の
パ
ネ
ル
展
を
十
月

五
日
か
ら
市
役
所
ロ
ビ
ー
な
ど
で
開

催
す
る
予
定
で
す
が
、
そ
の
作
品
を

次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

①日常生活上の法律相談(予約制)

(と き)第 2・4金曜日

(ところ)市役所応接室(本庁舎 3階)

(相談員)弁護士

②土地・建物の法律相談

(と き)第 2木曜日

(ところ)市役所会議室(閉庁舎 2階)

(相談員)司法書士、土地家屋調査士

・問い合わせ

生活環境課企⑫4100内線303

み
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
当
日
介
護
を
か
わ
っ
て
く

だ
さ
る
方
が
い
な
い
場
合
は
、
こ
ち

ら
か
ら
介
護
者
が
伺
い
ま
す
の
で
、

七
月
十
三
日
側
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

善
意
通
訳
を募

集
し
ま
す

県
庁
観
光
課

宮

0
2
6
2
⑨

o
t
-
-

内
線
2
5
4
6

県
教
育
委
員
会
な
ど
で
は
、
次
の

と
お
り
善
意
通
訳
(
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
・

ガ
イ
ド
)
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
活
動
内
容
〉

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
基
づ
い

て
、
外
国
人
旅
行
者
に
道
案
内
や
交

通
案
内
な
ど
、
簡
単
な
通
訳
を
無
償

で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
②
県
内

で
開
催
さ
れ
る
国
際
的
な
会
議
、
イ

ベ
ン
ト
へ
の
協
力
を
無
償
で
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

〈
応
募
資
格
〉

県
内
に
在
住
す
る
か
、
勤
務
先
を

有
す
る
人
(
年
齢
は
満
十
八
歳
以
上
)

〈
外
国
語
〉

英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
、
ド
イ
ツ
語
、
中
国
語
、
朝
鮮
語
、

そ
の
他

〈
応
募
方
法
〉

市
役
所
観
光
課
(
岱
⑫
4
1
0
0

内
線

6
0
7
)

へ
七
月
十
五
日
附
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

交
通
災
害
共
済

加
入
し
ま
し
た
か
?

市
民
課

岱
⑫
4
1
0
0
内
線
5
7
7

今
年
度
も
六
月

一
日
か
ら
交
通
災

害
共
済
の
会
員
期
間
が
始
ま
り
ま
し

た
。
五
月
中
は
園
、

学
校
、
自
治
会

で
取
り
扱
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
後

の
加
入
申
し
込
み
は
市
民
課
か
各
支

所
で
お
願
い
し
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
保

障
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
充
実
に
つ
な

が
り
ま
す
。
加
入
手
続
き
が
ま
だ
済

ん
で
い
な
い
方
、

一
日
も
早
く
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
①
会
費
、
見
舞
金
額
の
引

き
上
げ
、
②
車
い
す
の
事
故
が
支
給

の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
、
③
無
免
許
、

酒
気
帯
ぴ
運
転
者
へ
の
支
給
制
限
、

以
上
三
点
の
改
正
事
項
も
六
月

一
日

の
事
故
か
ら
適
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
な
ど

薬
物
の
乱
用
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

保
健
予
防
課

企
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
8

え広報う

五
月
届
け
出
分

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

堀
川
み
や
十
い
さ
ん

宮
原

一
喜
さ
ん

上
野
菊
美
さ
ん

柳
津
精
治
さ
ん

伊

藤

博

さ

ん

杉
崎
義
雄
さ
ん

春
原
タ
ダ
子
さ
ん

問
主
陸
平
さ
ん

三 下 町染諏 半 柳伊
好常 吉訪 勢
町田田屋形過沢山

一ー第 986号

ま
た
、
乱
用
者
の
青
少
年
層
、
婦

人
層
へ
の
底
辺
拡
大
傾
向
も
現
れ
、

最
近
で
は
少
年
が
全
乱
用
者
の

一
割

を
占
め
る
な
ど
、
青
少
年
健
全
育
成

八七八七八六七八
九 七五七八九六五

山

崎

重

雄

さ

ん

山

口

柳
沢
文

武

さ

ん

金

井

宮
津
よ
し
子

さ

ん

十

人

石

田

み

ち

の

さ

ん

院

内

宮

津

松

五

郎

さ

ん

上

沢

山
崎
て
る
子
さ
ん
下
塩
尻

萩

原

貞

男

さ

ん

諏

訪

部

山
崎
寛
信
さ
ん

山

口

藤
城
ヤ
ヱ
さ
ん
北
天
神
町

宮
下
よ
志
子
さ
ん

諏

訪

形

上

原

愛

子

さ

ん

緑

が
丘

清
住
林
一
さ
ん
み
す
ず
台
南

倉

島

明

治

さ

ん

金

剛
寺

橋

詰

き

よ

じ

さ

ん

矢

沢

長

谷

川

寅

雄

さ

ん

五

加

別
府
睦
美
さ
ん

西

野

竹

上

野

高

寛

さ

ん

矢

沢

の
上
か
ら
も
大
変
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
恐
ろ
し
い
薬
物
を
社
会
か
ら
追

放
す
る
た
め
に
市
民
一
人
ひ
と
り
が

注
意
し
ま
し

ょ
う
。

一
日
生
活
教
室

環

境

問

題

を

…

テ
ー
マ
に
講
演
会
総

孟
活
環
境
課

宮
(
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
1
m
m

県
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
一
日
生
活
教
室
」
を
開
い
て
い
ま

矢
島
正

一
さ
ん

福
津
忠
利
さ
ん

樫
井
ハ
ル
さ
ん

横
山
美
末
さ
ん

青

木

守

さ

ん

西
川
今
朝
留
さ
ん

中
津
千
登
世
さ
ん

土

田

清

さ

ん

寺

島

弘

さ

ん

山
崎
今
朝
春
さ
ん

生
島
い
わ
ゑ
さ
ん

田
中
け
さ
さ
ん

柳
津
む
つ
み
さ
ん

閏
間
ト
メ
さ
ん

一
之
瀬
あ
い
さ
ん

飯
島
米
子
さ
ん

三
浦
、
」
セ
さ
ん

久
保
林

舞

田
北
常
田

岩

下

下
本
郷

新

田

染

屋
中
之
条

レヘ

nH

長
山
ド
エ
↑

分

去

浦

野
院

内

桂

所

下
一
房
山

材
木
町

新

屋

舞

回
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